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まず先生を呼びます。

すぐに冷たい水で
よく冷やします。

やけどをしたとき

!
注意

！

● 残った薬品は，決められたところへ
集めます。

● 準備
□ 机の上にぬれぞうきんや，燃えさし入れ
　（マッチを使うとき）などを用意します。

● 実験用ガスコンロ

□ 火のそばには，燃えやすいものを置きません。
□ 火をつけたまま，ものを動かしません。
□ 火をあつかう実験で使った器具は熱くなって

いるので，すぐにはさわりません。
□ 火がきちんと消えているか確認して，

決められた場所にしまいます。

□ カチッと音がするまで，調節つまみを左に回す。
火がつかなかったら，「消」にもどしてやり直す。

□ 調節つまみを回して，ほのおの大きさを
　 調節する。
□ 調節つまみを「消」まで右に回して，火を消す。

● 使った後の容器などは，きれいに
　 洗

あら

い，元の場所にしまいます。

● 水道のじゃ口やガスの元せんが，
しまっているか確認します。

● ゴミは分別して，捨
す

てます。
○燃やせるゴミ，燃やせないゴミ，ガラス，
かん電池などに分けます。

試験管の底を割らない
ように，ブラシを
試験管の長さに
合わせて持ち，強く
おさないようにします。

机
つくえ

の下にもぐるなどして，
頭を守ります。

身をかくすところがない場合は，
教科書やノートなどで頭をおおい，
できるだけ低い姿

し

勢
せい

をとります。

火のそばからはなれます。
ゆれがおさまってから火を消します。

実験のあと

火をあつかうとき地
じ

震
しん

が起こったとき
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調節つまみ使い方
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＜身の回りの水のたまりやすい場所＞
　実験の結果のとおり，雨などの水は地面の高い方から
低い方へ流れて集まっていき，やがてたまりました。
　地面に水たまりができたり，いつまでも水がたまって
いたりしないように，くふうされているものがあります。

入り口に止
し

水
すい

板
ばん

という板を取りつけて，
地下に水が流れこむのをふせぐ。

入り口のとびらをしめて，地下に水が
流れこむのをふせぐ。

入り口を高くして，地下に水が流れこむ
のをふせぐ。

　線路の下を通る道路（アンダーパス）や，地下にある駅，ちゅう車場，地下道
など，周りにくらべて低くなっている場所は，水がたまりやすくなっています。
通学路など，身の回りに水のたまりやすい場所があるか，調べてみましょう。

　台所など水道の流し，ふろやトイレのゆかなども，
水平のように見えますが，ほんの少しかたむいて作られ
ています。

線路などの下をくぐる道路（アンダーパス）は，低くなって
いるので水がたまりやすい。

駅の地下道など低い場所では，雨水が流れこむなどして，
水がたまってしまうことがある。

　地下鉄の駅など，低いところにあって水が流れこみやすい
場所では，入り口から水が入らないようにするなど，さまざまな
くふうがされています。

アンダーパス 地下道など

雨のとき水がたまりやすい場所

安全を守るためのくふう

はい水
すい

口
こう

に向かって
水が流れているから，
低くなっているのは…。

水が集まりやすく
なっているから，
そうじがしやすいね。

学
校

川

駅

公園

ハザードマップで水が
たまりやすい場所を
調べてもいいね。

この道は線路の下を
通っているから，
低くて水がたまり
やすいかもしれない。

ふだんのようす

とびらがしまっているとき

入り口入り口

身の回りの水のたまりやすい場所 ♥♥♥

はい水口

止水板
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ものが燃えるしくみと消火のしくみ

　ものが燃えるためには，燃料（燃えるもの），酸素，温度の 3つが
必要です。空気中の酸素の体積の割合はふつう約 21％ですが，これ
が約 16％以下になると，ものは燃えなくなります。また，例えば，
木材に火がつく温度は 250℃以上です。
　この燃料，酸素，温度の条件のうち，どれか 1つでも欠けると，
ものは燃え続けることができません。つまり，火を消すには，3つの
条件のうち，どれか 1つ以上を取り除

のぞ

けばよいことになります。

　火が燃え広がらないうちに火を消すことを，初期消火といいます。
初期消火によって，火災を最小限にくいとめることができます。
　火災を発見した場合は，すぐに大きな声で周囲の大人に知らせ，
消
しょう

防
ぼう

署
しょ

に連らくした上で初期消火にあたります。
　しかし，ほのおが大きくなった場合は，初期消火はできないと
判断し，すみやかにひなんします。

写真提
てい

供
きょう

: 横
よこ

浜
はま

市消防局（神
か

奈
な

川
がわ

県 横浜市）

燃　料

酸　素 温　度

消火器は，燃えているものに消火ざいをかけることにより，空気をさえぎるとともに熱をうばって火を消します。

天ぷら油に火がついたときは，ぬらしたタオルをかけることにより，空気をさえぎり消すことができます。
火が消えたと思っても，すぐにぬらしたタオルを取らないようにします。
油の温度が十分に下がっていないうちに，ぬらしたタオルを取ってしまうと，また燃え出すことがあります。

棒
ぼう

など

火災が起こったら，
まず周囲の大人に
知らせ，自分がひなん
する経路を確

かく

認
にん

する。
自分の命を守ることが
一番大切である。
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くらし 防　災
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ものの燃え方
と初期消化に
ついて，つな
げて考えます。

災害から命を守るために必要なことを考えます。

考　察

これまで調べたことをもとに，火山の噴
ふん

火
か

や地
じ

震
しん

による災害から自分たちの命を守るには，
どのようなことが必要か考え，話し合ってみよう。
○火山の噴火や地震が起こったら，どのように行動すればよいか。
○日ごろから，どのような備えをすればよいか。

♡♡♡

火山の噴火や地震が起こったら，
災害から自分の命を守ることを
第一に考えましょう。
命を守るには，災害時にできる
だけ速く行動することが大切です。

　147ページの図からもわかるように，日本には
火山や，地震を起こす可能性のある断層が多くあ
ります。
　現在，太平洋側に連なる「南

なん

海
かい

トラフ」とよば
れる地帯が，近い将

しょう

来
らい

，大きな地震を起こす可能
性があり，それによって津

つ

波
なみ

も起こる可能性があ
ると考えられています。
　そのようなときのために，私たちは日ごろから
備えをしておくことが大切です。 コンピュータ上で計算した，南海トラフで地震が

起こったときの津波の予想例

ハザードマップから
ひ難する場所や，
道順を…。

家でも，ひ難したときに
必要なものを準備して
おかないと…。

ふだんから
備えておかないと，
急に起こったら…。

家族とも話し
合っておこう。

大田区ハザードマップ（震災編）
令和２年４月発行

学校や通学路での防災

災害に備える

　学習中に火器や薬品を扱う理科は，最も安全教育が
必要です。火傷をしたとき，薬品がついたときなどの
活動中に起きると考えられるものに関しての注意と対
応を明記しています。また，地震などの自然災害の際
に理科室でとるべき行動や，通学路での安全について
学習したことから考える活動も取り入れました。

　学習場面以外でも，日頃から防災意識をもつことや，
実際に災害が起きたときにどうするかを考えることが
必要です。５年「川と災害」，６年「火山の噴火と地震」
などで，どのような災害がこれまでに起きているか，
今後の予防のためにどのようなことがされているかな
どについて学びます。
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